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研究成果の概要（和文）：各種社会システムに関する公共政策の策定、実施、評価に際して、計量的かつ実証的
な分析を行なった。1).重大自然災害時における社会インフラ施設の復旧過程を計量的に分析した。2). 水道事
業の業務実績指標の構築を試み、現状を事業経営、施設設備、事業運用といった側面から精査し、水道事業のレ
ジリエンス評価を行なった。3).ネットワーク型社会システムの頑健性評価を行い、頑健性向上、安全性強化の
方法を探った。4).わが国の選挙制度に基づく問題点を得票率、議席獲得率に関する選挙結果の計量分析によっ
て明らかにした。5).わが国の高等教育評価、研究成果評価、研究助成制度に関する公共政策分析を行なった。

研究成果の概要（英文）：Quantitative public policy analysis, using the actual data related with the 
policy formulation, implementation and evaluation, was conducted on the following research problems.
 1) Mathematical modeling analyses on the recovery process of major social infrastructure facilities
 such as electricity and gas in the event of serious natural disasters. 2). Building a business 
performance indicator for the water supply system from three aspects of business management, 
facility equipment, and facility operation, evaluating its resilience. 3).Evaluating the robustness 
of the network-structured social systems for improvement. 4).Reviewing the electoral system in Japan
 by investigating the election results regarding the percentages of votes and electoral seats. 5). 
Conducting public policy analysis for evaluating higher education policy, research outputs, and 
research subsidy system. Research outputs were published in many international journals, and three 
books were also published.

研究分野：公共政策分析

キーワード： 社会システム　公共政策分析　計量的政策分析　都市防災減災　業務実績指標　頑健性評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
重大自然災害時における電力、ガス等の主要社会インフラ施設の復旧過程の分析、水道事業の業務実績指標に基
づく業績評価、ネットワーク型社会システムの頑健性評価、わが国の選挙制度評価、そして高等教育、研究成
果、研究助成制度の評価はいずれもわが国にとって解決すべき重要な公共政策課題である。研究成果は多くの国
内外の学会発表、学術誌における論文刊行、著書として公表され、学術的意義が高く評価された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
学際的研究分野としての計量的公共政策分析においては、統計学、オペレーションズ・リサー
チ（OR）、応用確率論、行政学、政治学、経済学、等を中心として、社会科学、自然科学、人文
科学を含めた数多くの種類の計量的政策分析手法が提起され、多様な広範囲の問題解決に適用
されてきた。しかしながら、いかなる公共政策に対してもその策定、計画、実施、評価といった
すべての段階を完全に解決する分析のための理論と手法が確立されているとは言えない状況で
ある。さらにまた一つの学問体系を用いて社会的な複雑な問題を解決できるということもまた
あり得ない。 
計量的公共政策分析という研究分野に関しては、上記のような研究環境の中では、これまで多
くの研究がなされてきたとは言えない。伝統的な学問分野に加えて新たな学際的複数領域にま
たがる学問分野が日々発展を遂げつつある中、公共政策における研究課題としての複雑な社会
的諸課題の解決は容易ではなく、かなり難しいというのが現実である。そのような状況の下で、
学際的研究の特徴を生かすべく、本研究では申請者らの提起による、各種計量的データ処理分析
方法としての存続可能性関数に注目し、その各種公共政策分析における応用可能性を探るため
に、詳細な実証分析に基づく検証を試みる。存続可能性関数の社会システム分析手法としての応
用可能性を探ることは、計量的公共政策分析のさらなる発展を考える上でも、大きな学術的意義
を有する。 
理論、応用、実証という３つの側面から公共政策の諸問題に関する応用的実証研究を実施し、
各種社会システムにおいて発生する諸問題の解決に存続可能性関数がどの程度応用可能である
かを綿密に分析することが今後の当該専門分野の発展において重要と考えた。 
 
２．研究の目的 
都市交通輸送問題、自然災害対策、高等教育政策、研究助成戦略、選挙制度改善方法といった
公共政策の個々の問題に対する計量的公共政策分析は、記述的にこれらの問題を論じた分析は
数多く見られるものの、特に現実のデータを用いてそれらに統計的 OR 的手法を適用して分析
した実証分析例は国際的に見てもさほど多くない。これまでわれわれは上記のような各種公共
政策課題に対して種々の計量分析手法を適用する研究に挑戦し、多くの研究成果を国内外の学
会発表、そして論文、著書刊行の形で公表してきた。 
本研究の研究課題としては、都市交通輸送問題に対しては、道路ネットワークの頑健性の地域
構造的特性分析、自然災害対策については地震を中心とした社会インフラ別被害特性と復旧過
程分析、高等教育政策についてはわが国の専門分野別高等教育の現状と課題、研究助成戦略につ
いては、科研費分析として、大学別獲得件数と獲得金額の時系列特性分析、選挙制度改善方法と
しては、わが国選挙制度における得票率と議席獲得率の関係の理論分析、等が考えられる。 
本研究では、これまでの研究成果をさらに発展、展開することに加えて、申請者らの考案によ
る存続可能性関数に注目する。公共政策あるいは社会科学における計量分析の分野における適
用可能性を探求する研究は、これまで行われなかった未知の分野である。本研究の位置づけおよ
び新規性は特徴的であるため、学術的にも学際的新規分野における新たな貢献をすることを本
研究の目的とする。 
 上記目的が達成されれば、計量的公共政策分析という研究分野の発展に大きく貢献すること
が期待されるというだけでなく、一般市民、社会にとっても、公共政策という重要な政策の策定、
実施、評価において有用かつ重要な役割を果たすものと期待される。 
 
３．研究の方法 
 本研究は公共政策全般を研究対象とすることから、学問的にも自然科学、社会科学を中心とす
るすべての学問分野の知識を必要とする、多岐かつ広範囲にわたるものである。したがって問題
解決の対象となる交通、自然災害、教育、研究、選挙といった各分野の課題に対する詳細な分析
が必要とされるのに加えて、それらに関連して得られた情報、データをどのように加工、処理す
るかということについては複数の学問分野の理論体系、方法論、手法が必要となる。統計学、OR、
行政学、政治学、経済学、等に基づいた理論を構築し、現実のデータを用いた実証分析を行う。
ここでより具体的には、各種統計手法としては、単・重回帰分析、クラスター分析あるいは主成
分分析などの多変量解析、数理計画モデルを用いる最適化法、シミュレーション、そしてニュー
ラルネットワーク等を用いる AI手法、等が主体となる。 
 
４．研究成果 
各種社会システムに関する公共政策の策定、実施、評価に際して、実際の各種データを用いて
計量的かつ実証的な分析を行なった。 

1).地震を中心とする重大自然災害時における電力、ガス、水道といった社会インフラ施設の
復旧過程を計量的に分析した。それぞれの社会インフラによって復旧のスピード、規模がどう異
なるか、地域的特性はどうか、被害規模との関係、といった問題について分析した。 



2). 水道事業の業務実績指標の構築を試み、実証分析を行った。業務実績の現状を事業経営、
施設設備、事業運用といった3つの側面から精査し、各側面を表現する指標項目を設定し、指標
化を行った。これらを比較分析するために、指標化に当たっては標準化を行い、水道事業のレジ
リエンス評価を行ない、水道事業の業務実績に関する地域特性、規模特性を明らかにした。 

3).ネットワーク型社会システムの頑健性評価を行い、頑健性向上、安全性強化の方法を探っ
た。道路ネットワーク、電力、水道、等のネットワークを対象として、任意の枝削除によってネ
ットワークの連結度がどのように変化するかを定量的にとらえるために存続可能性関数を定義
し、それに基づいてネットワーク構造システムの頑健性を評価した。またそのような連結度の強
弱がネットワークの頂点と枝のどのような関係に深く関連するかを分析した。 

4). わが国の高等教育評価、研究成果評価、研究助成制度に関する公共政策分析を行なった。
高等教育評価ではわが国の高等教育の課題と問題点、そして大学評価の在り方について論じた。
研究成果評価については、学問分野による研究成果の公表、評価の特性の相異について分析した。
研究助成制度については、科研費制度を対象として、学問分野別大学別の特性分析とその経緯分
析を行った。大学別獲得件数と獲得金額の時系列特性分析においては、これらの関連を表す数理
モデルを提示し、パラメタの相違、推移に基づく評価を試みた。 

5). わが国の選挙制度に基づく問題点を得票率、議席獲得率に関する選挙結果の計量分析によ
って明らかにした。わが国の近年における衆参両議院選挙結果のデータを用いて、得票率と議席
獲得率の関係がすべて存続可能性関数を用いて表すことができることを示した。さらには、これ
らの関係がこれまで一般的とされていた3乗則の関係の一般化であることを示し、3乗則と存続
可能性関数の理論的関係を明らかにした。 
重大自然災害時における電力、ガス等の主要社会インフラ施設の復旧過程の分析、水道事業の
業務実績指標に基づく業績評価、ネットワーク型社会システムの頑健性評価、わが国の選挙制度
評価、そして高等教育、研究成果、研究助成制度の評価はいずれもわが国にとって解決すべき重
要な公共政策課題である。研究成果は多くの国内外の学会発表、学術誌における論文刊行、著書
出版として公表され、学術的意義が高く評価された。 
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